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新年あけましておめでとうございます。 

開業して 14 年 8 ヶ月、15 回目の新年です。本年も、office surgery (外来手術

専門外科(従来、入院下手術で行ってきた外科領域を含め、外来のみの日帰りで

行う外科診療のこと))と消化器(食道・胃・大腸)内視鏡検査および治療を中心と

した胃腸科領域の診療において、満足度の高い診療をスタッフ一同追求したい

と思います。 

 

受付に設置してある募金箱ですが、昨年末「国境なき医師団(MSF)」に 7910 円

寄付させていただきました。事務局の公表では、30000 円では手術の為の麻酔

10 回分、10000 円では栄養失調児たちの為の 300 食の栄養治療食、5000 円では

けが人を感染から守る抗生物質を 20 人分、3000 円では基本医療セット 120 人

分の 1か月分を支援出来ます。今この瞬間にも、容認できない理由で命の危機

に瀕した人々は世界中に多数存在します。更に現在、新型コロナウィルス感染

症の影響を MSF の活動は我々以上に大きく受けています。今の自分の環境を当

たり前と思わず、全てに感謝しなければと思っています。個人的にも MSF の活

動支援を続けていますが、募金箱による寄付支援も行っています。患者さんの

お気持ちに感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

新型コロナウィルス感染症に対する当クリニック従事者アセスメントについて 

米国 CDC 及び日本環境感染学会のアセスメントに基づいて、全患者さんと全医

療スタッフのマスク着用、内視鏡検査及び処置・手術の際の医療スタッフのゴ

ーグル着用と全診療の手指衛生の励行を行い、暴露があった場合でも低リスク

に該当する（濃厚接触者非該当）予防策を講じて診療を行っています。 

 

 

 


